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第 2章 終戦後から 1950年代までの科学研究
第 3章 大学人の連帯的思想－原子力法をめぐって
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第 4章 科学者と国家との間のズレ－「ニューディール」と「民主主義」についての理
解と認識をめぐって
（1）先行研究
（2）科学者と国家の「ニューディール」
（3）科学者と国家の「民主主義」
おわりに
アメリカの学界で主流とされる科学史研究においては、ときに「ビッグ・サイエン
ス」と呼ばれる科学研究の体制の形成に 2つの側面からアプローチしようとしている。
ひとつは、連邦政府をはじめとする機関がどのような意図でどの程度の資金を科学研究
に提供したのか、そのなかで、科学研究はいかなる影響を「受けたのか」について解明
することで、連邦政府、軍部、軍需産業への大学の学知への影響を批判的に炙りだそう
としている。
もう一つのアプローチは、戦後アメリカの科学的成功≒「ビッグ・サイエンス」成功
の秘訣を、アメリカ人の国民性に求めるものである。たとえば、戦後のアメリカ人科学
者は、成功の秘訣として、アメリカ人には伝統的な価値を打ち破る進取の精神があり、
これはアメリカの「自由」の理念の体現であると捉えたのである。
しかし、これらはいずれもアメリカの科学史研究がアメリカの国内の権力および国内
の社会にいかなる効用を与えてきたかというアメリカ国内の議論であって、ここに外交
を組み合わせて論じるのは、たいへんな苦難をともなうことになろうと考えられる。
もっとも、ここには、研究のフロンティアとしての科学者と外交政策者との関係、あ
るいは科学知と政策知との関連とそれらの歴史的展開という刺激的な論点が存在してい
る。これらを明らかにするには、少なくとも 1960年代から 1980年代後半までの長いス
パンでの研究が必要であろう。
（当日配布のレジュメをもとに、編集部にて作成）
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